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１．２０２１年（令和３年）度日本農業技術検定学科試験実施要領 

（※下線部は前年度と変更となる部分です。） 

 

※令和３年度の学科試験から、同一の検定日(検定回)に「３級と２級」または「２級と１級」

の複数級受験する場合は割引受験料を適用します。下記の「５．受験料」をご確認くださ

い。 

 

１．試験日 

【第１回】令和３年 ７月１０日（土） 

【第２回】令和３年１２月１１日（土） 

※１級学科試験は第２回（１２月）のみ実施。 

 

２．試験時間 

【３級】１０：００～１０：４０（４０分） 

【２級】１１：１０～１２：１０（６０分） 

【１級】１３：００～１４：３０（９０分）＊第２回（１２月）のみ 

 

３．試験会場 

一般受験は東京・大阪等各地の指定会場。 

団体受験は試験実施団体の準備･提供した会場。 

 

４．受験資格 

【３級】なし 

【２級】なし 

【１級】なし 

 

５．受験料 

      一般受験     団体受験   団体受験（学生割引） 

【３級】３，１４０円   ２，６２０円   １，５７０円 

【２級】４，１９０円   ３，３５０円   １，８９０円 

【１級】５，２４０円   ４，１９０円   ２，６２０円  ※以上、税込。 

＊団体受験の学生割引は、農業高校、農業大学校、専門学校、大学の生徒･学生に適用する。 

 また、同一検定日(同一検定回)に複数級(３級と２級、２級と１級の場合に限る)を受験

する場合は、上記金額により算出された受験料から１,０００円を割り引く（令和３年度か

ら新設）。 

                           

６．団体受験の要件 

①すべての級を合わせた受験者が合計５名以上であること。 

②試験会場を実施団体で準備・提供すること。 

③試験当日は、試験官として１名以上（可能な限り１教室２名）担当すること。 

④日本農業技術検定試験実施規程に基づき、当技術検定を厳正公正に実施できること。 
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⑤試験会場として知り得た情報を開示、漏洩しないこと。 

⑥試験実施に当たっては、日本農業技術検定協会の指示に従うこと。 

 ＊都道府県農業会議以外の高校・大学校・大学等教育機関、ＪＡ、農業法人等の団体受験

の場合、試験官は就任に当たって次の事項を定めた「誓約書」を日本農業技術検定協会

に提出する。 

  ⅰ）試験運営マニュアル等試験に関する規程を遵守すること 

   ⅱ）試験問題等を試験実施日まで適正に管理し、問題を漏洩しないこと 

   ⅲ）職務上知り得た情報を開示、漏洩しないこと 

   ⅳ）試験実施に当たっては、厳正公正に行うこと 

    

７．試験官報酬 

団体受験の試験実施団体には試験官報酬（１人：２，０００円）を支払う。 ただし、

１級試験まで担当した試験官には２，０００円を追加する。 

 

８．試験問題と解答方法 

【３級】農業基礎として共通３０問と「栽培系」「畜産系」「食品系」「環境系」から１

科目選択で２０問。ただし、「環境系」については、環境共通１０問と３専門

分野（造園、農業土木、林業）別に各１０問。四者択一のマークシート方式に

よる計５０問。      

【２級】農業一般として共通１０問、「作物」「野菜」「花き」「果樹」「畜産」「食品」

から１科目選択で４０問。五者択一のマークシート方式による計５０問。   

  

【１級】農業一般として共通２０問、「作物」「野菜」「花き」「果樹」「畜産」「食品」

から１科目選択で４０問。五者択一のマークシート方式による計６０問。 

 

９．出題範囲 

【３級】農作業の意味が理解できる入門レベル 

【２級】農作物の栽培管理等が可能な基本レベル 

【１級】農業の高度な知識・技術を習得している実践レベル 

※具体的な出題範囲については、ホームページ等で公表する。 

 

１０．申し込み期間 

【第１回】令和３年４月３０日（金）～ ６月４日（金） 

【第２回】令和３年１０月１日（金）～ １１月５日（金） 

 

１１．申込方法 

（１）一般受験 

  一般受験は個人がインターネットで申し込む。なお、インターネット環境がない場合には、

FAX あるいは郵送で申し込む。 

一般受験については、全国農業会議所・日本農業技術検定ホームページ

（https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/）上の「一般新規申し込み」画面に



6 

 

ログインし、申し込む。 

一般受験のうち「農の雇用」事業研修生は、都道府県農業会議が受験者をとりまとめて、

インターネットで申し込む。 

期日までに受験料が振り込まれない場合はキャンセルと見なす。 

 

（２）団体受験 

団体受験は学校･ＪＡ･農業法人などの実施団体が受験者を取りまとめ、インターネット

で申し込む。 

団体受験については、全国農業会議所・日本農業技術検定ホームページ

（https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/）上の「団体新規申し込み」画面にログイ

ンし、申し込む。 

 技術検定協会が定める期日までに受験料が振り込まれない場合はキャンセルと見なす。 

 

１２．受験料振込先等 

 一般受験は、申込者個人が受験料を指定口座に振り込む。団体受験は実施団体が一括し

て受験料を指定口座に振り込む。一般受験、団体受験とも、送金後にキャンセルが発生し

ても受験料は返金しない。 

 振込口座は、一般受験、団体受験とも申込者それぞれに別々の口座番号（該当検定１回

限りの口座番号）を割り当てる。振込手数料は受験者が負担する。ただし、団体受験の場

合は検定協会が負担する。 

 

１３．合格基準 

【３級】１００点満点の概ね６０％以上 

【２級】１００点満点の概ね７０％以上 

【１級】１２０点満点の概ね７０％以上 

 ※合格基準は、選択科目別に難易度を考慮して決定するため科目間で基準点は 

異なることがある。 

 

１４．試験結果通知 

【第１回】令和３年８月中旬 

【第２回】令和４年１月中旬 

    一般受験は、成績表と合格証等を各個人に送付する。団体受験は、受験者の得点一覧

と合格証等を実施団体に一括して送付する。 

 

１５．実施主体 

  日本農業技術検定協会（事務局：一般社団法人全国農業会議所） 

   〒１０２－００８４ 東京都千代田区二番町５－６ 

      あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階（全国農業会議所分室） 

    TEL：０３－６９１０－１１２６、 FAX：０３－３２６５－５１４０ 

   ホームページ（https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/） 

   メール：kentei@nca.or.jp 

https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/
file:///C:/Documents%20and%20Settings/nounokoyou/デスクトップ/kentei@nca.or.jp
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（参考） 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に関する日本農業技術検定試験実施の留意事項 

 

 

  農業学校、農業大学校、農業系大学、JA 等での団体受験による試験運営にあたっての新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止対策として、以下の点にご留意をお願いいたします。 

 

１)  試験実施会場については、受験者の間隔を一定程度（１～２メートル）確保するようにしてくだ

さい。 

2）  試験当日の運営にあたっては、下記の対応をお願いいたします。 

  ・ 37.5 度以上の発熱がある場合や軽度であっても咳などの症状がある場合は、会場への入

場を制限してください。 

・ 予備マスクを準備して、マスクを着用していない方に渡し、必ずマスクを着用するよう促して

ください。 

・ 試験会場には消毒液を設置して、当日は手洗い・手指の消毒を徹底してください 

・ 換気は、気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30 分に１回以上、数分間程度窓

を全開する）２方向の窓を同時に開けて行うようにし、窓のない部屋では常時入り口を開け、

換気扇がある場合には換気扇を用いて十分な換気に努めてください。 

3)   発症者が出た場合は、速やかに別室に隔離して受験を中止して帰宅させ、会場の換気を

行ってください。また、試験運営関係者に発熱・咳等の症状があった場合は、速やかに運営

業務を中止して、代わりのスタッフがその業務を行えるよう準備してください。 

 

＊上記の内容は文部科学省の指導等により変更する場合があります。変更の場合はその旨をご連絡いたします。 

 

 

以上 
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２．２０２１年（令和３年）度日本農業技術検定実技試験実施要領           

 （※下線部は前年度との変更部分）  

            

１．試験日 

【２級】令和３年１１月２０日（土） 

【１級】令和３年１２月１１日（土）＊１級学科試験会場で同時に実施 

 

２．試験内容 

【２級】 

農業機械作業として「乗用トラクタ」「歩行型トラクタ」「運搬車」「刈り払い機」

「背負い式防除機」から２機種を選択し、実地研修試験を行う。 

２級実技試験免除規定に適合する者は、申請に基づき実技試験を免除する。 

（免除要件は、学校における農場実習履修者又は１年以上営農実務経験者） 

【１級】 

要素問題によるペーパーテストで、試験時間は９０分とする。基礎的確認事項と専門

選択分野における実践的知識・経験を問う論述式とする。 

１級実技試験免除規定に適合する者は、申請に基づき実技試験を免除する。 

（免除要件は、学校における農場実習等４単位取得者又は２年以上営農実務経験者） 

 

３．試験会場 

【２級】鯉淵学園農業栄養専門学校（茨城県・水戸市） 

【１級】東京・大阪等の指定会場。団体受験実施団体の準備･提供した会場 

 

４．受験資格 

【２級】２級学科試験合格者 

【１級】１級学科試験合格者  

 

５．受験料 

【２級】１５，７１０円 

【１級】 ５，２４０円 

   

６．申込方法 

検定協会が定める「申込書」に必要事項を記入し、受験料の振込証明等を添付の上、検

定協会事務局あてに郵送で申し込む。申込書は全国農業会議所・日本農業技術検定ホーム

ページ（https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/）からダウンロードする。 
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７．受験料振込先等 

各自で受験料を指定口座に振り込む。送金後にキャンセル等が発生しても受験料は返金

しない。振込手数料は受験者の負担とする。 

 

８．合格基準 

【２級】基本操作７割、安全操作８割を基準として合否を判定する。 

【１級】７割を基準として合否を判定する。 

 

９．試験結果等通知 

【２級】学科試験結果通知に併せて令和４年１月中旬に、成績表と合格証等を各自に送付

する。 

２級実技試験免除規定の適合者については、所定の申請書類を審査し、 

審査結果と合格証等を各自に送付する。 

【１級】学科試験結果通知に併せて令和４年１月中旬に、成績表と合格証等を各自に送付

する。 

     １級実技試験免除規定の適合者については、所定の申請書類を審査し、 

審査結果と合格証等を各自に送付する。 

 

１０．実施主体 

    日本農業技術検定協会（事務局：一般社団法人全国農業会議所） 

   〒１０２－００８４ 東京都千代田区二番町５－６ 

      あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階（全国農業会議所分室） 

    TEL：０３－６９１０－１１２６、 FAX：０３－３２６５－５１４０ 

   ホームページ（https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/） 

   メール：kentei@nca.or.jp 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/
file:///C:/Documents%20and%20Settings/nounokoyou/デスクトップ/kentei@nca.or.jp
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３．日本農業技術検定の概要 

 

（１）日本農業技術検定とは 

日本農業技術検定は、農業高校、農業大学校、農学系大学などで学ぶ学生や生徒、新規就

農や独立就農をめざす農業専門校等での研修生、農業後継者、農業法人の従業員、ＪＡなど

農業団体や農業関連企業等の職員・社員などを対象として、農業技術の知識と技能の習熟度

を客観的に評価することをねらいとしています。 

わが国の“農業界”の人材育成を目的として平成19年度から実施しており、農林水産省と文

部科学省の後援を得ています。 

 

（２）検定の種類 

   試験の区分は、検定のレベルに応じて「１級・２級・３級」の３つの種類があります。また、誰も

が受験できる「学科試験」と一定の要件が必要な「実技試験（１級・２級のみ）」があります。  

【３級】 農作業の意味が理解できる「入門レベル」 

【２級】 農作物の栽培管理等が可能な「基本レベル」 

【１級】 農業の高度な知識・技術を習得している「実践レベル」 

※具体的な出題範囲は、日本農業技術検定のホームページ等で公表しています 

（http://www.nca.or.jp/kentei）。 

※合格基準は、【３級】は１００点満点の原則６０％以上、【２級】１００点満点の原則７０％以上、 

【１級】１２０点満点の原則７０％以上です。 

 

 

 

 

（３）受験の申込み方法 

    個人で申し込む「一般受験」と、学校、団体・企業などで一括して申し込む「団体受験」があり

ます。いずれも、インターネットで申し込みます。  
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（４）受験料 

    ２０２１年度の受験料は次のとおりです。「団体受験」には５人以上の受験者が必要等 

の要件があります（「４．団体受験の要件」参照）。 

   また、令和３年度の学科試験から、同一の検定日(検定回)に「３級と２級」または「２

級と１級」の複数級を受験する場合は割引受験料を適用しますので、下記をご確認くだ

さい。 

 

       一般受験     団体受験   団体受験（学生割引） 

【３級】３，１４０円   ２，６２０円   １，５７０円 

【２級】４，１９０円   ３，３５０円   １，８９０円 

【１級】５，２４０円   ４，１９０円   ２，６２０円   ※以上、税込。 

＊団体受験の学生割引は、農業高校、農業大学校、専門学校、大学の生徒･学生に適用

します。 

  また、同一検定日(同一検定回)に複数級(３級と２級、２級と１級の場合に限る)を受験

する場合は、上記金額により算出された受験料から１,０００円を割り引きます（令和３

年度から新設）。 

 

（５）合格のメリット 

   農業大学校や農学系大学の一部では、合格者に対して推薦入学枠を設けたり、入学金等の

減免の措置を講じているところがあります。ＪＡや農業法人等では職員の業務遂行上の資格や

資質向上にむけて、また一部大学では農場実習の補完として活用されています。 

  さらに、新規就農希望者にとっては、農業法人等への就農のアピールにもなり、雇用就農者

おいては営農における研修成果として活用されています。 

 

（６）試験内容 

日本農業技術検定は、「学科試験」と「実技試験」から構成されています。 

「学科試験」は、誰もが受験でき、１級・２級は学科試験だけの受験も可能です。 

「実技試験」（１級・２級のみ）は、１級・２級ともに学科試験の合格者が受験できます（要件を満

たす場合は実技試験の免除が受けられます）。 
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「日本農業技術検定」の制度設計 

 

 

等級 1級 2級 3級 

想定ﾚﾍﾞﾙ   農業の高度な知識･技

術を 習得している実

践ﾚﾍﾞﾙ  

農作物の栽培管理等が

可能な基本ﾚﾍﾞﾙ  

農作業の意味が理解できる

入門ﾚﾍﾞﾙ  

試験方法  学科試験+実技試験  学科試験+実技試験  学科試験のみ  

学科受検資格  なし  なし  なし  

主な受験者  農業大学校生､大学生､

J A営農指導員等  

農業高校生､農業大学

校生､大学生､JA営農指

導員等 

農業高校生､農の雇用研修

生､ JA一般職員等  

学科試験 

出題範囲  

共通:農業一般  共通:農業一般  共通:農業基礎  

選択:作物､野菜､花き､ 

果樹､畜産､食品から 

選択:作物､野菜､花き､

果 樹､畜産､食品から 

選択:栽培系､畜産系､食品

系 ､環境系から1科目選択 

1科目選択 1科目選択   

学科試験  学科60問  学科50問  50問  

問題数 (共通20問､選択40問 )  (共通10問､選択40問)  (共通30問､選択20問) 

選択科目の環境系の20問の

うち10問は3専門分野（造

園、農業土木、林業）から1

つを選択 

学科試験  ﾏｰｸｼｰﾄ方式  ﾏｰｸｼｰﾄ方式 ﾏｰｸｼｰﾄ方式 

回答方式  5者択一  5者択一 4者択一 

学科試験 試験時間 90分 60分 40分 

学科試験 合格基準 120点満点中70%以上 100点満点中70%以上 100点満点中60%以上 

実技試験 受検資格  受験資格あり※1 

免除制度あり 

受験資格あり※２ 

免除制度あり 

(実技試験なし) 

実技試験 出題範囲  専門科目から1科目を

選択する生産要素記述

試験(ﾍﾟｰ ﾊﾟｰﾃｽﾄ)を実

施  

乗用ﾄﾗｸﾀ､歩行型ﾄﾗｸ 

ﾀ､刈り払い機､背負い

式防除機から2機種を

選択し､ほ場での実地

研修試験 

(実技試験なし) 
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（７）試験領域と試験問題 

   試験領域は３級、２級、１級で決まっており、その内容は日本農業技術検定のＨＰで公表して

います。 

   具体的な試験問題は、一部をＨＰで例示してありますが、３級と２級の試験問題については、

 「過去問題集」が全国農業高等学校長協会や全国農業会議所から出版されています。３級と２

級のテキストは、全国農業高等学校長協会から出ています。 

   １級の試験問題は現在市販されておりません。必要な方は、氏名と送付連絡先を明記して、

全国農業会議所（メール：kentei@nca.or.jp）にお申し込みください（日本農業技術検定ＨＰの「問

題集・事例」参照）。試験問題をコピーして実費（２，０００円/年度）にて郵送いたします。 

 

（８）試験結果 

   試験問題の正答表は、試験後、日本農業技術検定ＨＰで公表いたします。 

※1 １級の学科試験合格者。２年間以上の就農経験を有する者、または検定協会が定め

る事項に適合する者(ＪＡ営農指導員、普及指導員、大学等付属農場の技術職員、

農学系大学生で農場実習等４単位を取得している場合も就農経験と同等と見なしま

す)は、１級実技試験の免除制度があります。 

※2 ２級の学科試験合格者。１年以上の就農経験を有する者、または農業高校・農業大

学校など２級実技水準に相当する内容を授業などで受講した者、 ＪＡ営農指導員普

及指導員、大学等付属農場の技術職員、学校が主催する任意の講習会等を受講し

た者は、２級実技試験の免除規定が適用できます。 

mailto:kentei@nca.or.jp
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４．団体受験の要件 

 

（１）要件 

① すべての級を合わせた受験者が合計５名以上であること。 

② 試験会場を実施団体で準備・提供すること。 

③ 試験当日は、試験官として１名以上（可能な限り１教室２名）で担当すること。 

④ 日本農業技術検定試験実施要領に基づき、当技術検定を厳正公正に実施できること。 

⑤ 試験会場として知り得た情報を開示、漏洩しないこと。 

⑥ 試験実施に当たっては、日本農業技術検定協会の指示に従うこと。 

 

  ＊注意事項 

    １）受験者が２級と３級を併願する場合などは、同一人物でも２名とカウントします。 

    ２）厳正公正に試験を実施するため、試験官は可能な限り１室２名の配置をお願いします。 

 

（２）試験官誓約書の提出 

      団体受験を実施する団体の試験官は、就任に当たって、次の事項を定めた「誓約書」を日

本農業技術検定協会に提出してください（詳細は「１１．試験官」を参照）。 

     なお、試験に不正があった場合は、団体受験者全員の合格を取り消します。 

 

① 試験運営マニュアル等試験に関する規程を遵守すること。 

② 試験問題等を試験実施日まで適正に管理し、問題を漏洩しないこと。 

③ 職務上知り得た情報を開示、漏洩しないこと。 

④ 試験実施に当たっては、厳正公正に行うこと。 

 

＊注意事項 

    １）「誓約書」の提出は、試験官が複数の場合には代表者１名の提出で差し支えありません。 

    ２）都道府県農業会議の場合は「誓約書」の提出は不要です。 

 

（３）行政財産使用申請書の取り扱い 

      会場の使用に当たって「行政財産使用申請書」が必要になる場合は、技術検定協会が申

請手続きを行います（詳細は「８．行政財産使用申請書の取り扱い」参照）。 
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５．団体受験（学科試験）の申込方法 

 

（１）「ログイン」から「申込み完了」までの流れ 

    ①ログインから、⑥受験申込受付メールの確認とログインＩＤとパスワードの取得までの流れ

は、次のとおりです。 

（検定試験の回ごとに新規の申し込み手続きが必要です。今回の検定を初めてお申し込み

頂く場合には、「① ログイン」から手続きを行ってください。） 

  

 

① ログイン（『団体 新規申込み』画面をクリック） 

        ↓ 

② メールアドレスの入力および個人情報の取り扱いの確認・同意 

        ↓ 

③ アドレス確認のメールの受信および団体情報登録画面のＵＲＬへのアクセス 

        ↓ 

④ 団体情報の入力と確定（申し込みの手続き） 

    ⅰ) 団体基本情報の入力 

    ⅱ) 試験官報酬、行政財産使用申請書、請求書発行の有無チェック 

 

    ＊団体登録メールの確認（ＩＤとパスワードの取得） 

団体登録の完了後、操作を中断しても、団体登録メールが登録アドレスへ送 信され

て、ＩＤとパスワードを取得できます。 

      なお、申込みは、受験者名を登録しないと完了していませんので、後ほど必ず受験者名

を入力してください。その場合取得したＩＤとパスワードで、ログインします。 

     「団体 新規申込み」から再度同じ操作をすると、団体がダブって登録されます。 

        ↓ 

   ⑤ 受験者名簿の登録 

    ⅰ) 受験者の登録 

    ⅱ) 受験者の一括登録 

    ⅲ) ２級実技試験の免除（事前登録制度あり） 

    ⅳ) 受験者の確定 

        ↓ 

   ⑥ 受験申込受付メールの確認とＩＤとパスワードの取得 
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（２）ログイン 

   ① 下記の方法により『日本農業技術検定 一般・団体 申込フォーム』画面へ入ります 

  

    ≪申込フォーム画面に入る方法≫ 

◎申込フォームのＵＲＬ（https://nouken-info.net/dantai/login.php）にアクセスします。 

◎または、日本農業技術検定 HP の『新着情報』の下に並んだメニューの『申込方法』をクリ

ックして、さらに 『申込方法/団体受験』を開き、そのページにある『申し込みフォームへ』

をクリックします。 

 

   ②  （検定試験の回ごとに新規申込が必要ですので、）新規に申込み手続きをする時は、ま

ず『団体 新規申込み』をクリックします。 

 

  ＊注意事項 

   １）新規の申込みでは、ＩＤ・パスワードからのログインはできません。次の（３）で説明する操 

作で、今(検定試験)回のログインＩＤ・パスワードを取得した後、申込み内容の確認、追加 

登録や登録内容を変更する場合に、今回取得したＩＤ・パスワードでログインします。 

   ２）ログインのＩＤ・パスワードは検定試験の回ごとに各団体に割り振ります。過去のものは使 

用できませんので、新規の申込み手続きを行って、新たにログインＩＤ・パスワードを取得 

してください。 

 

 

 
 

新規の団体申込はここをクリック 

（毎回、新規申込みが必要です）この

時点ではＩＤ・パスワードは不要です 

新規に団体登録した後、再入力・登録内容の変更

の際は、ここにＩＤ・パスワードを入力して対応 

https://nouken-info.net/dantai/login.php
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（３）メールアドレスの入力および個人情報の取り扱いの確認・同意 

   ① （２）の『団体 新規申込み』をクリックして、『メールアドレスの入力／個人情報の取り扱いに

ついて』画面へ入ります。 

 

   ② 『メールアドレスの入力』欄にメールアドレスを２回入力します。 

  

＊注意事項 

      １）可能な限り日常業務で使用するパソコンのメールアドレスを登録してください。登録し

たアドレスに「メールアドレス確認メール」が直ちに送信されます。 

２）携帯電話のメールアドレスは登録できません。  

 

   ③ 次の『個人情報の取り扱いについて』、個人情報保護方針を確認して『同意して登録へ進

む』をクリックしてください。 

 

 

④ 入力したアドレスへ、直ちに「メールアドレスを確認した」旨のメールが返信されます。 

メールが受信できない場合は、操作の問題や迷惑メールとしてブロックされている可能性

もあります。再度同様の操作をしてください。それでもメールが受信できない時は検定事務局

にお問い合わせください。 

 

⑤ 申込み手続きは、送信されたメールに記載されたＵＲＬへアクセスして行います。ＵＲＬ を

クリックすると、団体情報登録画面が開きます。 

 

 

 

 

 

個人情報保護方針を確認して、 

このボタンを押します 

日常業務で使用する PC のメール 

アドレスを入力 

メールアドレスを確認しました。 
以下のURLへアクセスして、引き続きお申込み手続きを行ってください。 
 
https://nouken-info.net/dantai/splace.php?sid=XaSIlSthzGdfF3YWKY_eyDmzMEsIag9LQl0cVDf

mRfw 
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（４）団体情報の入力と確定（団体申し込みの登録） 

   ①  「メールアドレスを確認した」旨の返信メールのＵＲＬをクリックして、団体情報登録画面を

開きます。 

  

   ② 必要事項を入力します（必須項目に入力漏れがあると、次には進めません）。 

・ 学校・団体（会場）名【必須】 

・ 団体種別【必須】        ⇒ 該当する項目を選択 

・ 受験地（県番号）【必須】   ⇒ 都道府県名を選択 

・ 会場住所【必須】        ⇒ 〒番号は数字のみ入力(-は不要) 

・ 会場電話【必須】 

・ 会場 FAX 

・ 会場メールアドレス 

・ 試験(問合)担当者氏名【必須】 

・ 試験(門合)担当者連絡先電話番号 

  

   試験資材送付先情報 （※団体受験に必要な試験問題・解答用紙等の送付先）  

・ 資材送付先名【必須】 

・ 資材送付先住所【必須】      ⇒ 〒番号は数字のみ入力(-は不要) 

・ 資材送付先電話番号【必須】 

・ 資材送付先 FAX 

・ 資材送付先担当者氏名【必須】 

・ 集荷希望有無【必須】      ⇒ 試験日の解答用紙等返送のための宅配集荷 

・ 集荷時間 

・ 備考欄                    ⇒ 検定事務局への連絡事項等をご記入ください 

 

＊注意事項 

      １）資材の送付先情報は、『会場情報を資材送付先情報へコピー』をクリックすると、入力

した会場情報がコピー入力されます。 

      ２）集荷時間は、「○時に集荷してほしい」という時間の指定はできません。 

      ３）集荷希望有無で『無し』を選択した場合､試験当日に解答用紙等の返送資材を、最寄

りのﾔﾏﾄ営業所またはﾔﾏﾄ便を取り扱うｺﾝﾋﾞﾆ等へ直接持ち込む必要があります｡な

お、集荷に当たっては、必ず「ご依頼主控え」をもらい保管してください（解答用紙等

の返送資材が届かない場合の追跡確認で必要です）｡ 

 

   確認事項チェック （※団体受験に係る確認事項についてチェックしてください） 

・ 試験官報酬の「要・不要」 

・ 行政財産使用申請書の「要・不要」 

・ 請求書発行の「要・不要」 

 

    ＊注意事項 

      １）確認事項は、当初いずれも「不要」になっています。必要な場合に「必要」にチェック
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を入れてください。 

      ２）試験官報酬は、「必要」にチェックした団体が、技術検定協会が送付する試験資材に

同封されている「申請書」に必要事項を記入して、試験当日の解答用紙等の返送資

材として提出してください（※）。 

      ３）行政財産使用申請書は、「必要」にチェックした団体へ、技術検定協会が定めた様式

の「申請書」を送付します（詳細は８．行政財産使用申請書の取り扱い）。都道府県が

定めた様式での申請が必要な場合は、システムの「備考」欄にその旨を明記して、技

術検定協会に所定の申請書を送付してください。  

      ４）原則として受験料の「請求書」は発行しません。請求書を「必要」にチェックした団体に

は、所定の「請求書」を送付します。また、請求書の宛名は団体名となりますので、別

の宛名にする場合には、システムの「備考」欄に請求書の宛名を明記してください。な

お、「領収書」は、受験票送付時に団体へ送付します。 

 

④ 団体情報の必須項目を漏れなく入力して、確認画面へ進み、団体登録を確定します。 

 

   ⑤ 団体登録を確定した後に「会場情報の登録を完了した」旨の画面が表示されます。これで

団体登録を受け付けました。次に、『受験者名簿の登録へ』をクリックして、受験者の登録へ

進みます。 

 

   ⑥ なお、ここで操作を中断して、時間をおいてから、受験者の登録を行うことも可能です。 

団体登録の完了後、技術検定協会から団体登録のメールが送信されて、“ＩＤ”と“パスワー

ド”が取得できます。次回からは、「申込フォーム画面（ログイン画面）」（16 頁）から、その“ＩＤ

”と“パスワード”を入力してログインします。 

 

    ＊注意事項 

       上記の団体登録を確定した後に、「申込フォーム画面（ログイン画面）」で、“ＩＤ”と“パスワ

ード”を使わずに、再度『団体 新規申込み』をクリックして、再び団体登録の操作をすると、

新しい受け付けとなり、重複してダブって団体登録がなされますので、注意してください。重

複してダブって登録した場合は、誤って再度登録した分をキャンセル操作してください。 
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（５）受験者名簿の登録 

  ① 受験者の登録 

   ⅰ）『受験者名簿の登録へ』（上記（４）の⑤）をクリックします。 

 

 

  

   ⅱ）受験者の登録には「一人ずつ登録」する方法と「一括登録」の２つがあります。 

 

   ＊注意事項 

受験者登録で使用できる漢字は“ＪＩＳ第２標準”までです。外字対応はしていませんので、

該当する漢字がない場合は、類似の漢字を入力してください。学校等で作成した外字で入

力しても、受験票や合格証等は●（黒丸）で表示されます。 

 

  ② 「一人ずつ登録」する場合、システムの入力フォームに氏名等の必要事項を入力します。 

入力フォームに、氏名（姓と名の間にスペース）、カタカナの氏名（姓と名の間にスペース）、

生年月日（西暦）、性別（チェックする）、受験級（チェックする）を入力して、『追加』ボタンをク

リックします。この操作を、受験者ごとに繰り返して登録します。『追加』された受験者は、入力

フォームの下のに表示されます。 
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  ③ 受験者の登録が多い場合は、「一括登録」を利用できます。 

   ⅰ）入力フォームの左上の『一括登録はコチラ』をクリックします。 

   ⅱ)画面に表示された “ sample.xls ” をクリックして、エクセルファイルをダウンロードし、必

要なデータ（姓、名、姓のカナ、名のカナ、生年月日、性別、受験級）を、それぞれ入力し

ます。 

   ⅲ)入力したデータの部分のみをコピーして、テキストエリアに貼り付けてください。 

   ⅳ)データを貼り付けた後、『アップロード』をクリックすると、一括して名簿が登録されます。 
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  ④ ２級の実技試験免除の操作（※事前の免除対象校・指定学科登録が必要です。） 

   ⅰ）２級の受験者がおり、２級実技試験免除対象校あるいは指定学科の登録がなされている

場合には、２級の実技試験免除申請の操作を行います。 

   ⅱ)『２級実技免除申請はコチラ』をクリックすると、２級受験者のリストが表示されます。受験者

ごとに、「学年」を入力し、リストの中から受験者が在籍する学科、コースを選択します。 

   ⅲ)受験者ごとの入力が終了したら、必ず『２級実技試験免除申請を行う』をクリックします。 

   ⅳ)免除申請された受験者には、受験者登録画面の２級の欄に「○免」が表示されます。 

   

   ＊注意事項 

免除申請をしている学校・学科・コースが選択肢に表示されます。ここに載っていない場

合は、免除申請がなされていませんので、免除申請を行ってください。申請済みの場合に

は有効期限が過ぎていますので、事務局までお問い合わせください（詳細「７．実技試験免

除の申請」参照）。 
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免除申請された受験者の枠は「黄色」になります（免除申請されています）。 

 

免除申請後、受験者登録画面に戻ると、該当者の２級欄に「○免」と表示されます。 

 
 

 

  ⑤ 受験者の確定   

   ⅰ)受験者名の入力が終了したら、画面下の『受験者を確定する』をクリックします。 

   ⅱ)確認画面が表示されますので、受験者数、受験料を確認します。 

   ⅲ)内容が良ければ、その画面下の『受験者を確定する』をクリックすると、「登録を完了しまし

た」が表示され、画面下が「登録済」となれば完了です。 

   

   ＊注意事項 

     上記ⅲ）の『受験者を確定する』をクリックしないと、受験者は確定しませんので、注意して

ください。必ず「登録済」が表示されていることを確認してください。 

 

 

 

（重要） 

必ず押してください 
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                                                     ここを確認してください  

 

   

（重要）これを押して入力情報

が完了です 

 （必ず押してください） 
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⑥ 受験申込受付メールの確認、ＩＤとパスワードの取得 

     受験者の確定と同時に、受験申込の受付メールが登録したメールアドレスへ送信されます

ので、その内容を確認してください。 

 

    ≪受験申込受付メールの内容と送信画面例≫ 

      ○ 級別の受験者数と合計人数、級別の受験料額と合計額 

       ○ 振込先銀行口座 

       ○ 支払期限 

       ○ ログインＩＤとパスワード 

 

(メールの送信画面例） 

東京都立日本農業技術高等学校 様 
 

以下の受験申込を受付ました。 
 

1級 ： 1名 ： ￥2,570 
2級 ： 2名 ： ￥3,080 
3級 ： 3名 ： ￥4,620 
計  ： 6   ： ￥10,270 

 
以下の銀行口座へ、お支払いをお願いします。 

 
振込先銀行口座（この口座は今回限りの口座です） 
みずほ銀行 モクレン支店（639） 
普通 0000000 
全国農業会議所 

 
お支払金額：10,270円 
お支払期限：2019/０/０ 

 

 

＊注意事項 

       １）今回の口座番号は、当該検定回の試験のみに割り振った番号ですので、試験ごと

に変わります。過去のものは使用できません。 

2)また、申込者（団体）ごとに口座番号は異なりますので、必ずメールに記載されている

口座番号へ振り込んでください。 

        3)振込先である「みずほ銀行モクレン支店」は、検定振込専用のものです。 
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（６）登録内容の確認・変更の操作 

① 申込フォーム（『一般・団体 申し込みフォーム』）の画面を開き、上記の（５）の⑥で取得し

たＩＤとパスワードを入力して、『ログイン』をクリックして、確認画面に入ります。 

 

② 登録内容を変更する場合（受験者名簿の変更・追加を除く）は、確認画面下の『登録内容

を変更』をクリックして、入力画面に入ります（受験者名簿の変更・追加の場合は、次の（７）

の操作になります）。 

 

③ 入力画面で変更する項目を訂正入力します。 

 
 
ログイン ID 990255 
パスワード AXXX7DC8  
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（７）受験者名簿の変更・追加の操作 

① 申込フォーム（『一般・団体 申し込みフォーム』）の画面を開き、上記の（５）の⑥で取得し

たＩＤとパスワードを入力して、『ログイン』をクリックして、確認画面に入ります。 

 

② 受験級や氏名など受験者名簿の変更、追加や削除をする場合は、『受験者名簿を変更』

をクリックして、入力画面に入ります。 

 

③ 受験級や氏名を訂正する場合は、変更する受験者の欄の『変更』ボタンをクリックして、変

更の入力をしてください。受験者を削除する場合は『削除』ボタンをクリックしてください。 

 

④ 受験者を追加する場合は、画面上段にある「入力フォーム」に氏名等の必要事項を入力し

てください。 

入力後、新しく追加された受験者は、白色の枠で表示され、「申込」の欄も「未」が表示され

ます。この状態では、受験申し込みはされていないので、画面右下の『受験者を確定する』

ボタンを必ずクリックして、受験者の確定を行ってください。これにより、「申込」の欄が「済」に

なり、追加の受験申し込みが完了します。 

 

＊注意事項 

  １）受験者名簿の変更・追加・削除は、申し込み受付期間内に行ってください。申込期日を過ぎ

ますと、閲覧のみが可能となり、変更等の入力操作はできません。 

２）受験者名簿の変更・追加・削除は、受験料の振り込み前に行ってください。技術検定事務

局が入金を確認した以降は、ログインしても入力操作はできません。受験料を振り込んだ後

に受験生の追加等が発生した場合には、技術検定事務局へ連絡してください。 

 

                                 

             

             

 

 

 



29 

 

 

 

 

注）必ず押して下さい。 
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（８）団体受験申込みのキャンセルの操作 

① 申込フォーム（『一般・団体 申し込みフォーム』）の画面を開き、上記の（５）の⑥で取得し

たＩＤとパスワードを入力して、『ログイン』をクリックして、確認画面に入ります。 

 

② 確認画面の下段にある『申込をキャンセル』をクリックすると、団体受験の申込みがキャン

セルされます。 

 

  ＊注意事項 

    １）団体受験の申込をキャンセルした後の復活はできません。申込みが必要になった場合に

は、最初から新たに申込みを行ってください。 

 ２)受験料の入金後のキャンセルは、原則として返金いたしません。 
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６．受験料の支払方法 

 

（１）受験料 

２０２０年度の受験料（消費税込み）は、次のとおりです。 

 

       一般受験      団体受験  団体受験（学生割引） 

【３級】３，１４０円   ２，６２０円   １，５７０円 

【２級】４，１９０円   ３，３５０円   １，８９０円 

【１級】５，２４０円   ４，１９０円   ２，６２０円 

※団体受験の学生割引は農業高校、農業大学校、専門学校、大学の生徒･学生に適用し

ます。 

  また、同一検定日(同一検定回)に複数級(３級と２級、２級と１級の場合に限る)を受

験する場合は、上記金額により算出された受験料から１,０００円を割り引きます（令和

３年度から新設）。 

 

（２）受験料の支払方法 

   ① 団体受験の受験料は、実施団体が受験者の受験料を取りまとめて一括して、技術検定事

務局が指定した団体ごとの振込口座に振り込みます。 

   ② 請求金額および団体ごとの振込口座については、受験申込受付メールに記載されていま

す（「５．団体受験（学科試験）の申込方法」の（５）の⑥、25頁参照）。 

 

(振込先の銀行口座例) 

・ 振込先銀行等 ： みずほ銀行 モクレン支店（支店番号６３９） 普通 ○○○〇〇〇〇  

・ 振込先名義   ： 全国農業会議所（ゼンコクノウギョウカイギショ） 

・ 振込人名義   ： 実施団体名（※振込口座番号でも識別します） 

  

＊注意事項 

    １）口座番号は、申込団体ごとに異なります。口座番号によって入金を管理していますので、 

必ず受験申込受付メールに記載されている口座番号へ振り込んでください。 

    ２）また、口座番号は、当該試験のみに割り振った番号ですので、試験回ごとに変わります

（１回目の口座番号と２回目の口座番号は、同じ団体でも変わります）ので、ご留意くださ

い。 

    ３）受験料の「請求書」が必要な場合は、申込みの際の「団体情報入力」時の請求書発行欄

に「必要」とチェックを入れてください。 

４）受験料は、支払期限までにお振り込みをお願いします。 

５）団体受験の場合、振込手数料は検定協会が負担します。振込手数料を差し引いた金額を

振り込んでください。 

    ６）受験料の振込後は、受験者のキャンセルがあった場合でも、受験料の返金はいたしませ

ん。 

    ７）受験料の「領収書」は、受験票の送付時に同封いたします。 
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７．実技試験免除の申請 

 

(１)２級実技試験免除規定 

 

日本農業技術検定 ２級実技試験免除規定 

 

平成２８年９月１６日 

日本農業技術検定協会 

 

 ２級実技免除の申請ができる学科・コース、学校および個人の要件と手続きは以下のと

おりとする。  

 

Ⅰ 要件  

１ 指定学科・指定コース  

 次の要件を満たし、所定の手続きを経た学科・コースは、２級実技試験の免除を付与し

た「指定学科」「指定コース」とする。  

 ○ 当該学科・コースにおける教育課程上で、２級実技試験の選択科目別に以下の機種(

行程)のうち２機種(工程)以上の操作ないし工程を履修していること。 

 

 選択科目

  

２級実習免除に該当する機種（工程）（２つ以上履修すること） 

   作物  

  

乗用トラクタ、歩行型トラクタ（管理機）、刈り払い機、背負い式・動力防除機

、運搬車、田植機、コンバイン 

   野菜  

  

乗用トラクタ、歩行型トラクタ（管理機）、刈り払い機、背負い式・動力防除機

、運搬車、自動播種機、接ぎ木ロボット 

   花卉  

  

乗用トラクタ、歩行型トラクタ（管理機）、刈り払い機、背負い式・動力防除機

、運搬車、自動播種機 

   果樹  

  

乗用トラクタ、歩行型トラクタ（管理機）、刈り払い機、背負い式防除機、運搬

車、スプリンクラー、スピードスプレーヤ 

   畜産  

  

乗用トラクタ、歩行型トラクタ（管理機）、刈り払い機、背負い式・動力防除機

、運搬車、ふ卵器、搾乳機、ロールベーラ 

   食品  

  

 

穀類・大豆・イモ類の加工、野菜の加工、果実の加工、畜産物の加工、発酵食品

（みそ・しょうゆ、酒類）の製造、缶詰製造、フリーズドライ食品製造、レトル

ト食品製造 

 

２ 指定校  

 学校のすべての学科・コースなどが上記の要件を満たし、所定の手続きを経た学校は、

２級実技試験の免除を付与した「指定校」とする。  
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３ 個人  

 個人とは以下の（１）～（６）とする。  

（１）上記１の要件を満たす学科・コースおよび学校に属している者（指定学科・指定コ

ースおよび指定校以外）  

（２）上記１の要件以外で学校等が主催する該当する任意の講習等を修了した者 

（３）上記１の要件を満たす学科・コースおよび学校を卒業または修了した者  

（４）１年以上の実務経験を有する農業者（農業法人の従業員を含む）  

（５）１年以上の実務経験を有する農協の営農指導員および農業改良普及指導員 

（６）１年以上の実務経験を有する大学農場等の技術職員 

（７）その他  

上記（１）～（６）に該当しない場合で、検定協会の審査によって認められた者 

 

Ⅱ 申請手続き  

１ 指定学科・指定コースおよび指定校の場合  

 日本農業技術検定協会（以下、検定協会）が定める様式に必要事項を記入し、教育課程

表、年間指導計画、シラバス(補習などを含む)等を添付の上、検定協会宛に申請する。な

お、教育課程表などに要件Ⅰの１にある機種のうち２機種以上の機種名が具体的に表記さ

れていない場合は、当該指定学科等が間違いなく必要機種について講義している事を証明

する補足説明文書（公文書：学校長印等が押してあるもの）を作成・添付すること（補足

説明文書の様式は特に問わない）。 

 また、学校の統合や学科変更などで教育課程上に変更が生じたときは、速やかに検定協

会へ連絡するとともに、指定学科・指定コースおよび指定校の再申請を行うこととする。  

 

２ 個人の場合  

 ２級実技試験免除の認定を求める者は、検定協会が定める様式に必要事項を記入し、必

要書類を添付して検定協会宛に申請する。 

（１）Ⅰ－１の要件を満たす学科・コースおよび学校に属している者（指定学科・指定コ

ースおよび指定校以外） 

   所定の様式に必要事項を記入し、在学証明書と教育課程表、年間指導計画、シラバ

ス(補習などを含む)等を添付して、検定協会宛に申請する。 

（２）学校・職業訓練施設等が主催する任意の講習会を修了した者 

   所定の様式に必要事項を記入し、任意の講習会によりⅠ．１の機種（行程）のうち

２機種以上の操作ないし工程を修了している証明書（修了証明書等）を添付の上、検定

協会宛に申請する。 

 （３）公益社団法人日本農業法人協会が実施する農作業安全基礎研修会を修了した者 

   所定の様式に必要事項を記入し「刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育」の修了証

を添付の上、検定協会宛てに申請する。 

（４）公益社団法人農民教育協会鯉淵学園農業栄養専門学校が実施する「新規就農 

キャリアコース 短期」で２機種以上の農業機械の研修を修了、または「チャレンジ

！ファームスクール」を修了した者 

    所定の様式に必要事項を記入し、修了証を添付の上、検定協会宛てに申請する。 



34 

 

（５）Ⅰ－１の要件を満たす学科・コースおよび学校を卒業または修了した者  

   所定の様式に必要事項を記入し、卒業証書・卒業証明書または修了証書等を添付し

て、検定協会宛に申請する。  

（６）１年以上の実務経験を有する農業者（農業法人の従業員を含む）  

   ① 個人農家  

    所定の様式に必要事項を記入し、農業委員会が発行する耕作証明書等（または誓約

書（所定の農業機械の使用を約束するもの））を添付して、検定協会宛に申請する。 

   ② 農業法人の従業員 

   所定の様式に必要事項を記入し、要件Ⅰの１にある機種のうち２機種以上の機種を

使った農作業を実施していることがわかる当該法人の事業概要または年間事業計画書

と、申請者本人が１年以上の職歴を証明する雇用契約証明書の写し等を添付の上、検定

協会宛に申請する。 

（７）１年以上の実務経験を有する農協の営農指導員および普及指導員 

   所定の様式に必要事項を記入し、所属する組織が発行する証明書（または履歴書）

を添付して、検定協会宛に申請する。 

（８）１年以上の実務経験を有する大学農場等の技術職員 

   所定の様式に必要事項を記入し、所属する組織が発行する証明書（または履歴書）

を添付して、検定協会宛に申請する。 

（９）その他 

   所定の様式に必要事項を記入し、必要な書類を添付して、検定協会宛に申請する。 

 

Ⅲ 指定学科・指定コース、指定校の有効期限 

 指定学科・指定コースおよび指定校における実技試験免除の有効期限は、免除申請の許

可日から５年間とする。なお、学科・コース、教育課程の変更があった場合は無効とし、

再度申請する。 

 

Ⅳ 経費 

 ２級実技免除の申請手数料は１,０００円（消費税込み）とし、検定協会所定の口座に振

り込むこととする。振込手数料は申請者の負担とする。 

【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４ 

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 
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日本農業技術検定２級実技試験免除申請書（学校用） 

 

申請年月日  年  月  日  

 

日本農業技術検定協会 会長 殿 

 

学 校 名               

（団 体 名）              

 

フリガナ                

代表者氏名            ㊞ 

 

フリガナ                               

担当者氏名                             

 

送付先住所 〒                          

 

                             

 

電話番号                              

※平日昼に連絡が可能なもの            

 

 

日本農業技術検定２級実技検定試験免除規定（以下、免除規定という。）に基づき、下

記のとおり２級実技試験の免除を申請します。 

 

記 

 

１ 免除申請の理由免除規定Ⅰの（ ）  

 該当学科、コース、学校名   

 （                             ） 

 内容   

 （                          ） 

２ 添付書類   

 （                              ） 

３ 申請手数料の振込確認ができる書類 
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〔留意事項〕 
１ 「１ 免除申請の理由」 

免除申請の理由の欄には、免除規定の該当する番号（Ⅰの(１)または(２)）と該当す

る学科、コース、学校名を記載してください。 

 

２ 「２ 添付書類」 

免除規定Ⅱの１に該当する場合 は、当該学校の教育課程表または年間指導計画（任意

の講習会の場合はカリキュラム等）を添付してください。 

 

３ 申請手数料と手数料の振込確認ができる書類について 

２級実技試験免除にかかる審査および２級合格証の発行にかかる手数料は、１,０００

円とします。なお、振込手数料は申請者のご負担とさせていただきます。 

以下の口座にお振り込みいただいた際の明細の写し、または通帳（必要ヵ所のみ）等

の写しを添付してください。（ご入金を証明できるもの：振込金受領証、ＡＴＭ利用明

細等） 

 

４ 振り込み口座 

【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４ 

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 

 

５ 有効期限 

実技試験免除の有効期限は免除申請の許可が降りた日から５年間有効とする。なお、

学科・コース、教育課程等の変更があった場合は無効とし、再度申請する事とする。 

 

６ 申請書送付先（郵送のみ受付可） 

日本農業技術検定協会（事務局：一般社団法人全国農業会議所） 

〒102-0084 

東京都千代田区二番町５－６ あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階 

ＴＥＬ：０３－６９１０－１１２６、ＦＡＸ：０３－３２６５－５１４０ 

  

※２級の学科試験合格後に免除申請をすると、1人ずつの手続きが必要になります。あらか

じめ学校として当免除申請をすることをお勧めいたします。 
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日本農業技術検定２級実技試験免除および 

２級合格証発行にかかる申請書（個人用） 

 

申請年月日  年 月 日  

 

日本農業技術検定協会 会長 殿 

 

フリガナ                               

氏  名            ㊞ 

 

       生年月日      年   月   日生

      

      

所属機関名                             

（学校名）                             

 

住   所 〒                          

                             

 

電話番号                              

※平日昼に連絡が可能なもの            

 

 

日本農業技術検定２級実技検定試験免除規定（以下、免除規定という。）に基づき、下

記のとおり２級実技試験の免除および２級合格証の発行を申請します。 

 

記 

 

１ ２級学科合格証明書の番号・受験年度 

（受験番号、受験年度：   年   回） 

 

２ 免除申請の理由免除規定Ⅰの３の（  ） 

 

３ 添付書類 

 

４ 申請手数料の振込確認ができる書類 
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〔留意事項〕 

１ 学校の卒業生および教育課程の修了者は、所属機関名は書かなくて結構です。住所は

合格証書の送付先をご記入ください。連絡先は平日昼に連絡がつく電話番号（携帯番号

等）をご記入ください。 

 

２ 「２級合格証明書の番号」（受験番号と同じです。）は証書の右上に記載されている

番号です。 

 

３ 「２免除申請の理由」の欄には、免除規定の該当する番号（Ⅰの３の（１）～（６）

）を記載してください。 

 

４ 「３添付書類」について 

（１）免除規定Ⅱの２の（１）および（２）に該当する場合は、申請者の所属する学校の

教育課程表または年間指導計画（任意の講習会の場合はカリキュラム等）を添付して

ください。 

（２）免除規定Ⅱの２の（３）および（４）に該当する場合は、研修修了証明書を添付し

てください。 

（３）免除規定Ⅱの２の（５）に該当する場合は、申請者の卒業または修了した学校の卒

業証書・卒業証明書または教育課程の修了証書を添付してください。 

（４）免除規定Ⅱの２の（６）の①に該当する場合は、在住する市町村の農業委員会が発

行する耕作証明等（または誓約書（所定の農業機械の使用を約束するもの））を添付

してください。 

（５）免除規定Ⅱの２の（８）に該当する場合は、申請者の所属する組織の責任者が発行

する「１年以上の職歴を証明する書類」等を添付してください。 

 

５ 申請手数料と手数料の振込確認ができる書類について 

２級実技試験免除にかかる審査および２級合格証の発行にかかる手数料は、１人当た

り１,０００円とします。なお、振込手数料は申請者のご負担とさせていただきます。 

以下の口座にお振り込みいただいた際の明細の写し、または通帳（必要ヵ所のみ）等

の写しを添付してください。（ご入金を証明できるもの：振込金受領証、ＡＴＭ利用明

細等） 

 振り込み口座 

【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４ 

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 

 

６ 申請書送付先 

日本農業技術検定協会（事務局：一般社団法人全国農業会議所） 

〒102-0084 

東京都千代田区二番町５－６ あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階 

ＴＥＬ：０３－６９１０－１１２６、ＦＡＸ：０３－３２６５－５１４０ 
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※営農指導員・普及指導員資格証明書（規定Ⅱ－２－（７）の参考様式） 

日本農業技術検定２級実技試験免除にかかる申請書（営農指導員等） 

 

申請年月日  年  月  日 

  

日本農業技術検定協会 会長 殿 

               

組織名称                

 

代表者氏名             ㊞ 

 

日本農業技術検定２級実技検定試験免除規定（以下、免除規定という。）に基づき、２

級実技試験の免除を申請するにあたり、下記の者は営農指導員・普及指導員等であり１年

以上所定の農作業に従事していることを証明します。 

 

記 

 

１ 当該職員氏名（                            ） 

 

２ 当該職員所属先・役職（                        ） 

 

３ 連絡先 

（住所：〒                             ） 

（電話：                              ） 

 

４ 職員数（            ） 

 

５ 業務内容 

（                              ） 

 

６ 当該職員の業務（営農指導）内容 

（                              ） 

 

７ 上記の従事期間 

（                              ） 

 

８ 添付書類 

  ・２級学科合格証明書の受験番号・受験年度が確認できる書類 

・申請手数料の振込確認ができる書類 

  ※営農指導員・営農相談員・普及指導員の場合はその資格証の写しを添付。 
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※農業法人等事業概要及び１年以上の農作業証明書（規定Ⅱ－２－（６）の②参考様式） 

日本農業技術検定２級実技試験免除にかかる申請書（農業法人等従業員用） 

申請年月日  年  月  日  

日本農業技術検定協会 会長 殿 

               

法人等名称               

 

代表者氏名             ㊞ 

 

日本農業技術検定２級実技検定試験免除規定（以下、免除規定という。）に基づき、２

級実技試験の免除を申請するにあたり、下記の者は本法人等経営体の従業員であり、１年

以上所定の農作業に従事していることを証明します。 

 

記 

１ 当該職員氏名（                            ） 

 

２ 当該職員所属先・役職（                        ） 

 

３ 設立（            ） 

 

４ 資本金（            ） 

 

５ 連絡先    

（住所：〒                            ） 

（電話：                              ） 

 

６ 従業員数（            ） 

 

７ 栽培作物・経営規模 

（                              ） 

 

８ 当該従業員の農作業内容 ※２機種以上の農業機械利用 

（                              ） 

 

９ 上記の従事期間 

（                              ） 

 

１０ 添付書類 

  ・２級学科合格証明書の受験番号・受験年度が確認できる書類 

・申請手数料の振込確認ができる書類 
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(２)１級実技試験免除規定 

 

日本農業技術検定 １級実技試験免除規定 

 

平成３０年１１月 

日本農業技術検定協会 

 

 １級実技試験免除の申請ができる者の要件と手続きは以下のとおりとする。  

 

Ⅰ 要件  

１．農業高等学校、道府県農業大学校、短期大学、大学等 

学校における教育課程において、通算農場実習等４単位以上を取得した者。 

なお、大学における農場実習の単位が４単位に満たない場合でも全国大学附属農場協

議会が認定した場合は農場実習等※４単位以上を取得したと見なすことができる。 

※農業インターン、農家への短期研修、国内外農業留学、国内援農などを含む。 

２．個人 

 （１）２年以上の実務経験を有する農業者（農業法人の従業員を含む）  

（２）２年以上の実務経験を有する農協の営農指導員等 

（３）２年以上の実務経験を有する大学農場等の技術職員 

（４）その他  

上記（１）～（３）に該当しない場合で、検定協会の審査によって認められた者  

 

Ⅱ 申請手続き  

 学科試験合格後に以下の手続きにより申請する。団体免除の事前手続きは行わない。 

１．農業高等学校、都道府県農業大学校、短期大学、大学の場合 

 学校長発行の学業修得証明書及び農場実習等が記載されているシラバス（年間学習指導

計画を含む）を添付して別紙様式１により検定協会宛に申請する。大学生の場合は、申

請書は必要に応じて、全国大学附属農場協議会の協力を得て検定協会が審査する。 

２．農業者（農業法人の従業員を含む）の場合 

  ①個人農家  

   別紙様式２に必要事項を記入し、農業委員会が発行する２年以上の耕作証明書等を

添付して、検定協会宛に申請する。 

  ②農業法人の従業員 

   別紙様式２に必要事項を記入し、雇用事業者（農業法人）が発行する当該法人の事

業概要と申請者本人が２年以上の農業従事している雇用職歴を証明する証明書の写し

等を添付の上、検定協会宛に申請する 

３．農協の営農指導員及び普及指導員等の場合 

  別紙様式３に必要事項を記入し、農協組合長（又は普及センター長）が発行する営農

指導等業務２年以上従事していることを表す証明書を添付して、検定協会宛に申請す

る。 
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４．大学農場、試験場等の場合 

  別紙様式４に必要事項を記入し、所属長が発行する営農指導・試験研究等業務に２年

以上従事していることを表す証明書を添付して、検定協会宛に申請する。 

５．その他該当者 

  所定の様式に必要事項を記入し、関係書類を添付して、検定協会宛に申請する。 

  

Ⅲ 経費 

 １級実技免除の申請手数料（合格証発行を含む）は１,０００円（消費税込み）とし、検

定協会所定の口座に振り込むこととする。振込手数料は申請者の負担とする。 

【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４ 

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 
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（別紙様式１） 

 

日本農業技術検定１級実技試験免除および１級合格証発行にかかる申請書 

（農業高等学校・道府県農業大学校・短期大学・大学生用） 

 

申請年月日 年 月 日 

 

日本農業技術検定協会 会長 殿 

 

氏 名
フ リ ガ ナ

            印 

 

生年月日             

 

所属機関名（学校名）                 

〒              

住所                

 

電話番号              

 

Email                    

 

 日本農業技術検定１級実技検定試験免除規定(以下、免除規定という。)Ⅱ－１に基づき、

下記のとおり１級実技試験の免除および１級合格証の発行を申請します。 

 

記 

 

 

１. １級学科合格証明書の受験年度・番号・科目 

 

 

 

２. 添付書類（学業履修証明書・シラバス・学習計画表） 

 

 

 

３．申請手数料の振込確認ができる書類 
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〔様式１添付書類〕（農業高等学校・道府県農業大学校・短期大学用） 

 

                            年  月  日 

 

日本農業技術検定協会長 殿 

 

                     学校名 

                     学校長          印 

 

  

下記の者は本校   学科  年次に在学する生徒であり、農場実習等４単位以上の 

履修者であることを証明いたします。 

 

 

         

該当者 氏名              

 

 

 

 

（付）学業履修証明書、シラバス（学習計画表） 

 

 

 

(注)１． 申請書送付先  日本農業技術検定協会（事務局：一般社団法人全国農業会議所） 

〒102-0084 

東京都千代田区二番町５－６ あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階 

ＴＥＬ：０３－６９１０－１１２６、ＦＡＸ：０３－３２６５－５１４０ 

 

２．申請手数料と手数料の振込確認ができる書類の添付について 

１級実技試験免除にかかる審査および１級合格証の発行にかかる手数料は、１人 

当たり１,０００円とします。なお、振込手数料は申請者のご負担とさせていただきます。 

以下の口座にお振り込みいただいた際の明細の写しを添付してください。（ご入金を

証明できるもの：振込金 受領証、ＡＴＭ利用明細等） 

 

 振り込み口座 

【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４ 

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 
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〔様式１添付書類〕（大学生用） 

 

 

                            年  月  日 

 
日本農業技術検定協会長 殿 

 

                     大学名 

                     学部長名         印 

 

  

 下記の者は本大学   学部  学科  年次に在学する学生であり、農場実習等 

４単位以上の履修者であることを証明いたします。 

 

 

         

該当者 氏名              

 

 

 

 

 

（付）学業履修証明書、シラバス（学習計画表） 
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８．行政財産使用申請書の取り扱い 

 

 

（１）申請手続き  

① 「行政財産使用申請」が必要な場合には､技術検定事務局が申請手続きをします。 

申請が必要な団体は､申込み手続きをする際に､団体登録画面にある確認事項の「行政財

産使用申請書｣欄に｢必要｣とチェックを入れてください｡ 

チェックをした団体には、技術検定事務局の様式による｢行政財産使用申請書｣(次頁参照)

を“団体の長”あてに郵送します｡  

② 都道府県等が定めた様式での申請が必要な場合には､必要事項を記入の上で､郵送ある

いはメール（kentei@nca.or.jp）にて、申請様式を技術検定事務局に送付してください｡なお､

団体情報登録の際に､その旨を備考に記入してください｡  

 

（２）使用料等の支払い  

行政財産の使用料等が発生する場合には､請求書など必要書類を技術検定事務局へ郵送

してください｡ 

mailto:kentei@nca.or.jp
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（様 式） 

 会議所発第  号 

 年 月 日 

 

    ○○〇〇高等学校長  殿 

 

一般社団法人全国農業会議所 

日本農業技術検定協会 

会長 二田 孝治 

 

行政財産使用許可申請書 

 

 謹啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日本農業技術検定の実施については、

日頃より格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、○○年度第○回日本農業技術検定の実施に当たって、行政財産の使用について許可を

受けたいので、下記のとおり申請いたします。 

敬具 

記 

 

１．使用財産 

  名  称   ○○高等学校 

  所在地      

  使用場所    

 

２．使用目的 

  農林水産省・文部科学省後援 日本農業技術検定試験の実施 

 

３．使用期間 

     年 月 日（土） 
   

４．使用料 

  ご指示のとおり  

 

 

                                         この件の問い合わせ先 

                                           日本農業技術検定協会 事務局 

                                           一般社団法人全国農業会議所 

                                               〒102-0084 東京都千代田区二番町 5-6  

TEL 03-6910-1126 
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９．受験票・試験資材の発送 

 

 

（１）受験票の発送等 

   ① 受験票の発送 

      受験票は、試験実施日の３週間前までに団体へ郵送します。２週間が過ぎても、受験票

が届かない場合には、技術検定事務局に連絡してください。 

 

   ② 受験票の確認 

      受験票が手元に届いたら、受験者名、受験級など誤りがないか必ず確認してください。 

     受験者名等に誤植等がある場合には、試験当日、「試験資材」の中にある「受験者データ

修正票」で修正箇所を記入して、解答用紙等とあわせて返送してください。 

なお、受験票の再発行はできません。また、使用できる漢字は、ＪＩＳ第２標準で、外字対応

はできませんのでご了解ください。 

 

（２）試験資材の発送 

   ① 試験資材の発送 

     試験資材は、試験実施日の３日前（水曜日）に到着するように、宅配便で発送します。これ

を過ぎても到着しない場合には、技術検定事務局に至急連絡してください。 

 

   ② 試験資材の確認 

     試験資材が到着したら、同封の「試験資材チェックリスト」で、試験問題や解答用紙などの試

験資材が確実に送付されているかを、必ず確認してください。「チェックリスト」には、確認日と

確認者名を記入してください。 

    送付漏れがあれば、直ちに技術検定事務局に連絡してください。 

    また、「チェックリスト」は、試験終了後、解答用紙等とあわせて技術検定事務局へ返送してく

ださい。 

 

   ＊注意事項 

   試験問題（予備を含む）は、５冊あるいは１０冊単位でラッピングされています。試験当日

までラッピングは破らずに、厳重に保管してください。 

 

   ③ 試験資材の保管 

     内容の確認後、試験資材は試験当日まで鍵のかかる場所で厳重に保管してください。 
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１０．試験結果の通知と合格証等の交付 

 

 

（１）試験結果の通知 

     試験結果は、第１回目は８月末、第２回目は翌年１月末までに通知します（試験後１か月を目

標にしています）。 

     団体受験の場合は、「受験者の得点一覧」と「合格証」等を実施団体に一括送付します。 

  

（２）合格証等の交付 

     ３級の場合、学科試験合格者には「３級合格証」を送付します。 

     ２級試験・１級試験の場合、学科試験のみの合格者にはそれぞれの級の「学科試験合格証

明書（選択科目名入り）」を交付します。 

２級実技試験免除を受けている場合、あるいは２級実技試験の合格者には、「２級合格証」を

交付します。 

     また、１級の実技試験免除を申請された場合、あるいは１級実技試験の合格者には、「１級

合格証」が交付されます。 

  

                            ( ３級 )       ( ２級 )          ( １級 )  

       学科試験合格       合格証       合格証明書      合格証明書 

       実技試験合格          －           合格証          合格証 

        実技試験免除者        －           合格証          合格証 

 

（３）合格証等の誤植等への対応 

送付した合格証等の名前等に誤り・誤植がある場合は、技術検定事務局に連絡してくださ

い。訂正のうえで送付いたします。なお、外字対応はできませんので、ご了承ください。（合格

証を再発行する場合には有料になります） 

 

（４）合格証等の再発行 

  ① 申請手続き 

合格証等の再発行が必要な場合は、「合格証・合格証明書再発行申請書」に必要事項 

     を記入のうえ、技術検定事務局へメールあるいは郵送、FAXで申し込んでください。 

     手数料（800円）の入金を確認後、合格証等を送付します。 

 

     ※記入事項 ： 受験番号（不明でも可）、合格年度・受験回、合格級、都道府県名、 

氏名（フリガナ）、校名・団体名、合格証等の送付先の住所・郵便番号・ 

担当者氏名等 

※「申請書」の様式例は、日本農業技術検定ＨＰから入手することができます。 

 

②手数料の振込先（＊振込手数料は申請者負担となります） 

      【振込口座】みずほ銀行 銀座支店 普通預金 

【口座番号】２７７２３６４  

【口座名義】一般社団法人全国農業会議所 
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  １１．試験官の設置 

 

 

（１）試験官の設置 

     団体受験の実施団体は、試験官として１名以上を配置してください。試験官数は、受験者

数に応じて実施団体で決めてください。 

      なお、厳正に試験を実施するため、可能な限り１室２名で担当するように配慮してください。 

 

（２）試験官誓約書の提出 

     団体受験実施団体の試験官は、就任に当たって、以下の事項を定めた誓約書を技術検定

協会に提出していただきます。試験当日、「試験資材」の中にある「試験官誓約書」に必要事

項を記入して、解答用紙等とあわせて返送してください。 

     なお、試験に不正があった場合は、団体受験者全員の合格を取り消します。 

  

 ≪誓約事項≫ 

      ① 試験運営マニュアル等試験に関する規程を遵守すること 

      ② 試験問題等を試験実施日まで適正に管理し、問題を漏洩しないこと 

      ③ 職務上知り得た情報を開示、漏洩しないこと 

      ④ 試験実施に当たっては、厳正公正に行うこと 

    

   ＊注意事項 

   １）試験官が複数になる場合は、「誓約書」は代表者１名の提出で差支えありません。 

     ２）都道府県農業会議の場合は「誓約書」の提出は不要です。 

 

（３）試験官報酬 

申込み手続きの際､団体登録の「試験管報酬」に「必要」とチェックした団体には、試験官報

酬として、１人当たり２，０００円を支払います。また、１級試験（第２回検定のみ実施）まで担当し

た試験官には２，０００円を追加します。 

 

（４）試験官報酬の申請書 

第１回目、第２回目の試験当日、「試験資材」の中にある「試験官報酬申請書」に必要事項

を記入して、解答用紙等とあわせて返送してください。 

原則、試験官個人にお支払いしますので、個人単位で１人１枚の「申請書」を提出してくだ

さい。申請者が複数の場合には、「申請書」を複写して人数分を提出してください。 
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（様式） 

 

日本農業技術検定の団体受験における試験官誓約書 

 

    年   月   日 

 

 

 日本農業技術検定協会 会長  殿  

 

                 団 体 名 

 

                   フリガナ 

                 試験官名            印 

  

                 住所 〒  

 

 

                 電話番号 

 

 

 日本農業技術検定の団体受験（    年第  回）の試験官就任に当たり、下記事項の遵守を誓

約します。 

 

記 

 

 １．試験運営マニュアル等試験に関する規程を遵守すること。 

 ２．試験問題等を試験実施日まで適正に管理し、問題を漏洩しないこと。 

 ３．職務上知り得た情報を開示、漏洩しないこと。 

 ４．試験実施に当たっては、厳正公正に行うこと。 

  

 なお、万が一不正があった場合には団体受験者全員の合格を取り消されても異議ありません。 

 

 

＊注意事項 

団体受験実施団体の試験官は、この「誓約書」を必ず提出してください。試験官が複数にな

る場合は、「誓約書」は代表者 1名の提出で差し支えありません。 
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１２．「試験運営マニュアル」および「団体申込サイト 操作マニュアル」 

 

 

（１）「試験運営マニュアル」に基づいた試験の実施 

     試験当日は、試験資材として送付する「試験運営マニュアル」に基づいて、試験を運営して

ください。①試験監督の留意事項、②試験当日の動きと手配、③試験官のアナウンスの内容

などを記載しています（次項以降参照）。 

      また、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、（参考）「新型コロナウイルス感染症の拡

大防止に関する日本農業技術検定試験実施の留意事項」（７頁参照）に基づいてご対応頂き

ますようお願いいたします。 

 

（２）「団体申込サイト 操作マニュアル」の入手について  

     団体受験の申し込みに関する「団体申込みフォーム」の操作については、この「団体受験

ガイドブック」でも紹介していますが、「団体申込サイト 操作マニュアル」を、システムのログイ

ン画面（一般・団体 申込フォーム） の「団体申込みフォーム」の下段にある「マニュアルはこ

ちら」をクリックして入手することができますので、ご活用ください。 
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日本農業技術検定試験運営マニュアルの概要 (12月検定の場合)  
※７月検定は１級試験がありません。 

 

日本農業技術検定協会 
 

【試験監督の留意事項】  
1.試験の監督に当たっては､厳正かつ公平に行う｡試験中は試験室を離れず､試験監督をする｡ 

2.遅刻者は､試験開始後20分以内に限り許可し､該当の席で受験させる｡ただし､試験時間の延長は認めな

い｡  

3.受験票を忘れた場合､本人であることを確認のうえ､予備の受験票に受験番号､氏名､選択科目を記入し

て受験させる｡なお､忘れた受験票は試験終了後に日本農業技術検定協会事務局へ送付するよう伝え

る｡  

4.受験者が使用する筆記用具は､鉛筆またはｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝに限り､ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝを使わないように注意する｡  

5.試験監督者は､答案用紙､受験票の回収漏れがないように十分注意する｡  

6.急病人の発生等緊急事態が生じた場合には臨機応変の処置をとる｡その処置を行った時は速やかに日

本農業技術検定協会事務局へ報告する｡  

7.答案用紙回収時には､選択科目の記入があるかどうかをﾁｪｯｸする｡  

【役割分担】  
A=試験監督者(試験問題･解答用紙準備→試験監督→受験者名簿兼出欠ﾘｽﾄの作成→実施報告書の作成→

返送)  

B=監督者補佐(試験会場の準備→受付→出欠確認･受験票等の回収→ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ→返送) 写真の貼付は必要な

いこととしています｡ 

【ﾄｲﾚに行く受験者への対応】  
1.Bは受験者をﾄｲﾚの前まで連れて行く｡あまり長時間にわたるようならば声をかける｡試験監督者は試験

室を離れない｡ 

2.Bは終わり次第､受験者を試験室へ連れ帰る｡  

【不正行為等を発見した場合の処理】  
1.試験監督者は､不正行為の疑いのある者を発見した場合は､直ちに注意を与えるとともに､以後不正行

為を行った場合は退席させる旨を伝える｡ 2.再度同様の行為をした場合には､試験監督者は直ちに退

席を命ずる｡試験実施報告書には､不正行為の顛末を記す｡ 1.上記以外の行為､例えば受験者間での私

語の取り交わし､答案用紙の交換等もこれに準じた取り扱いとする｡  

【机上ﾗﾍﾞﾙの使い方について】  
試験資材に同封される机上ﾗﾍﾞﾙに示す番号は､受験票の下9桁を表示している｡そのため､同じ机上ﾗﾍﾞﾙ

の番号(の座席)を3,2,1級に渡って使用する｡ (例)  

3級受験者  

2級受験者 

1級受験者 

受験番号 

受験番号 

受験番号  

1613102345001 （左記の下9桁=下線部=が机上ラベルの番号） 

1612102345001 （左記の下9桁=下線部=が机上ラベルの番号） 

1611102345001 （左記の下9桁=下線部=が机上ラベルの番号） 

【試験当日の動き】 

 Ａ （試験監督者） Ｂ (監督者補佐) 

 ８：４５ 会場集合、事務室で試験資材を受け取る。 

 ８：４５ 

 

試験問題、解答用紙の数量を確認する。 

 

①机に座席ラベルを貼る。 

②試験室ドアに案内紙を貼る。 

 ９：３０ 

 

３級受験者を会場に入室（以下、「当日のア

ナウンス」）させる。 

受験者に入室を促す。 

 

 １０：００ ３級試験開始。  

 １０：２０ ３級受験者名簿兼出欠リストに記入する。 出欠が確定した時点で、試験会場を巡回し
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受験者の写真と本人の照合を行い、受験票

を回収する。 

 １０：４０ 

 

 

３級試験終了。 

回収した受験票、解答用紙、受験者名簿兼

出欠リストをＢに渡す。 

①受験票、②３級解答用紙、③３級受験者名

簿兼出欠リスト（氏名等の修正がある場合は

④「データ修正票」）を袋に詰める。→保管 

 １０：５０ 

 

 

 

 

３級だけの試験会場は、実施報告書を作成

し、Ｂに渡す。 

２級受験者を会場に入室（以下、「当日のア

ナウンス」）させる。 ３級から２級の間は限ら

れた時間なので機動的に対応する。 

※実施報告書を袋に詰め、返送する 

 

受験者に入室を促す。 

 

 

 １１：１０ ２級試験開始。  

 １１：３０ 

 

２級受験者名簿兼出欠リストに記入する。 

 

出欠確定した時点で、受験票の写真と本人

を確認しながら受験票を回収。 

 １２：１０ 

 

 

２級試験終了。 

回収した受験票、解答用紙、受験者名簿兼

出欠リストをBに渡す。 

①受験票、②２級解答用紙、③２級受験者名

簿兼出欠リスト（氏名等の修正がある場合は

④「データ修正表」）を袋に詰める。→保管 

 １２：１５ 実施報告書を作成し、Ｂに渡す。 ※実施報告書を袋に詰め、返送する。 

 １２：１５  昼食・休憩 

 １２：３０ 

 

１級受験者を会場に入室（以下、「当日のア

ナウンス」）させる。 

受験者に入室を促す。 

 

 １３：００ １級試験開始。  

 １３：２０ 

 

 

１級受験者名簿兼出欠リストに記入する。 

 

 

出欠が確定した時点で、試験会場を巡回し

受験票の写真と本人の照合を行い、受験票

を回収する。 

 １４：３０ 

 

 

１級試験終了。 

回収した受験票、解答用紙、受験者名簿兼

出欠リストをBに渡す。 

①受験票、②１級解答用紙、③１級受験者名

簿兼出欠リスト（氏名等の修正がある場合は

④「データ修正表」）を袋に詰める。 

１４：３５ 実施報告書を作成し、Ｂに渡す。 ※実施報告書を袋に詰め、返送する。 

１４：３５～ 回収に来たヤマト運輸の担当者に渡す。あるいは最寄りのヤマト運輸営業所に持ち込む。 

これで終了です。 
※ 受験者の受験級によって終了時間が異なりますので、機動的な対応をお願いします。 
※ 第１回試験（７月検定）は、１級試験がありません。 
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１３．その他 
 

 

（１）一般受験者の受け入れ意向の確認と受け入れご協力のお願い 

     団体受験の会場で一般受験者の受け入れについて、意向と受け入れ可能人数を試験実

施前に確認いたします。 

     一般受験者の受け入れが「可能」と回答いただいた団体は、試験会場の１つとして、当技術

検定のホームページ上に掲載いたします。 

     受験会場を増やして一般受験者の受験機会を拡大するため、一般受験者の受け入れにぜ

ひともご協力をお願いいたします 
 

（２）お問い合わせについて 

     試験の実施に当たって、当「ガイドブック」に記述した以外に必要書類がある場合や記述内

容に不明な点等がありましたら、技術検定事務局までお問い合わせください。 
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発行:日本農業技術検定協会 （事務局:一般社団法人全国農業会議所) 
 

〒102-0084 東京都千代田区二番町 5-6 あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル７階 

ＴＥＬ：０３－６９１０－１１２６ 

ＦＡＸ：０３－３２６５－５１４０ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/ 
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協会、全国農学系学部長会議、全国大学附属農場協議会、全国農業大学校協議会、（一社）全国農

業改良普及支援協会、（公財）農民教育協会、（公社）国際農業者交流協会、（一社）日本農業機械化

協会、（公社）日本農業法人協会、（一社）全国農協観光協会、（一社）農山漁村文化協会、（一社）全
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